
様式2 令和５年度　学校運営協議会（コミュニティ・スクールくさつ）の実施報告および議事概要

１、日時・場所

第１回学校運営協議会 第２回学校運営協議会 第３回学校運営協議会 第４回学校運営協議会

６月　５日（月）
１４時００分～１６時００分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

高穂中学校会議室

２、委員の出欠

名　　前
会長

副会長
出欠 出欠 出欠 出欠

1 内藤　正規 ◎ 出席

2 河口　眞佐男 欠席

3 奥村　次一 出席

4 四方　道治 出席

5 中谷　緑郎 出席

6 辻　圭子 出席

7 日下　友規 出席

8 加藤　勇 出席

※名前に記されている印は、◎会長　○副会長

名　　前 出欠 出欠 出欠 出欠

1 作田　まさ代 出席

2 藤井　泰三 出席

3 黒崎　紀子 出席

4 初田　克弥 出席

5

３、傍聴人の有無 傍聴人　　　　　0　　人 傍聴人　　　　　　　　　　人 傍聴人　　　　　　　　　　人 傍聴人　　　　　　　　　　人

４、議題および主な意見 第１回学校運営協議会 第２回学校運営協議会 第３回学校運営協議会 第４回学校運営協議会

基本
理念

市
重点

学校
重点

学校運営基本方針の承認について 基本施策番号（　    　） 基本施策番号（　    　） 学校評価について

○ 3 道徳教育・人権教育の推進
議題 議題

○ 4 いじめを根絶する取組の推進

○ 5 健やかな体づくりの推進

○ 6
社会性や豊かな情操育てる教
育の推進

7 インクルーシブ教育の推進

◎ ○ 8 ＩＣＴを活用した教育の推進

9 読書活動の推進

10
基礎学力向上のための取組の
充実 基本施策番号（　１５　） 基本施策番号（　１５　） 基本施策番号（　１５　）

◎ ○ 11 英語教育の推進
議題　学校運営協議会の年間活動予定
について

議題 議題

○ 12 教職員研修・研究活動の充実

○ 13
教職経験に応じた人材育成の
推進

14
教職員の健康管理と働き方改
革の推進

◎ ○ 15
地域の活力を生かした特色あ
る学校経営の推進

16
教職員の指導体制・学校支援
体制の充実

○ ○ 17
配慮を要する子どもへの支援
体制の充実

成果および課題

・学校運営に関わって、学校と地域が思
いを共有することができた。
・学校支援活動について地域人材ボラン
ティアの参加がどの程度あるのかは未
定。今年度初めての取組なので保護者、
地域が一緒になって取り組んでいくため
には、核となる存在（地域コーディネータｰ
等）が必要になる。

主な意見 主な意見

４学校経営の充実

主な意見

概要 概要

主な意見 主な意見

２確かな学力の育成

３教職員の指導力
の向上

概要
定例会議の議題の承認。学校支援活動
について地域人材への呼びかけと参加を
確認。学校評価の分担項目の決定。

概要 概要

主な意見
引き続き「非認知能力」「社会性」「挑戦
力」を重点課題とし、「子どもの小さな自
己決定を大事にした教育活動」を方針と
することを学校から説明した。さらに、学
校評価をふまえ、①校内組織改編による
機動力の向上②実行性のあるコミュニ
ティ・スクールの展開③情報活用能力の
カリキュラム編成について具体的に説明
した。委員からは、「中学校にも学校の方
針に沿ったボランティア体制が整っていく
ことが望ましい。」という声があり、今年度
の本協議会の構想に賛同し、協力してい
こうと承認を得た。

主な意見
・年度末の学校評価の分担がはじめから
決まっていると、視点を持って参観や学
校支援に参加できる。
・ボランティアについては、今年は初めて
の取組となるので、支援事業を明示して
募集しているのはよい。月1回曜日を設定
して募るのもよいのではないか。

施策の基本方向・項目 基本施策
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志津まちづくり協議会　会長

志津南学区まちづくり協議会　会長

矢倉学区未来のまち協議会　会長

矢倉学区民生児童委員

PTA会長

志津まちづくり福祉プロジェクトサブリーダー

役　職　等

校長

教頭

教務主任

教務

元滋賀大学教授

日　　時

場　　所

役　職　等

志津学区保護司・元中学校長


